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ミラコン２０２１～未来を見通すコンテスト～
第４回プレゼンカップ全国大会実施要項

全国特別支援学校肢体不自由教育校長会　　
会長（兼大会長）　諏訪　肇
ミラコン２０２１第４回プレゼンカップ全国大会実行委員会　
委員長　田村康二朗
１　目的
〇全国の肢体不自由特別支援学校に通う生徒の言語能力を向上させるとともに、一人一人が生涯にわたり学び続ける力を育成し、社会的自立に向けた健やかな成長を目的とする。
〇ICTを活用し全国大会を開くことにより、生徒の関心・意欲を高めるとともに、ICTを活用し社会経験を広げる機運を全国の肢体不自由特別支援学校に醸成する。

２　応募対象
肢体不自由特別支援学校高等部に在籍する生徒で、準ずる教育やこの大会の目的に合致する作品を制作し、応募できる生徒を対象とする。

３　主催
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会
４　共催
全国特別支援学校肢体不自由教育教頭会
５　後援
文部科学省（申請中）
東京都教育委員会（申請中）
全国肢体不自由特別支援学校PTA連合会（申請中）
社会福祉法人　日本肢体不自由児協会（申請中）
株式会社　沖ワークウェル（申請中）
株式会社　ミライロ（申請中）
６　概要
（1） 内容
発表内容は、「視点を価値に、経験を未来へ」をコンセプトに、自己の経験から得た視点から、自分の描く未来にとって必要な社会や地域への提案を行うものとする。
（2） 応募期間・審査期間及びFinalStage会場
各ブロック応募期間（厳守）　 令和３年　６月２１日（月）から　９月３０日（木）まで
各ブロック審査期間（厳守）　 令和３年１０月　１日（金）から１１月　１日（月）まで
全国大会応募期限 （厳守） 　令和３年１１月１９日（金）当日必着
全国大会審査・結果発表 　 令和３年１２月１６日（木）午前１０時から午前１２時まで
FinalStage　　本大会会場　　東京都立光明学園 西棟　特設会場
サテライト会場 　各ブロックからの全国大会応募校の設定会場
（3） 応募規定・方法　
・プレゼンテーションソフトの活用や、画像・動画・生徒等の音声等を入れるなど各応募者が考え、創意工夫をし、５分以内（厳守）に編集し、DVDで応募する。iPad等で作成された場合も、応募はDVDとすること。方法等については各学校の情報教育担当教員に相談するか、下記ヘルプデスクに相談すること。DVD以外の応募は無効となるので注意すること。
・作品は生徒自身が主体的に制作されたものに限るが、教員の支援については本人と相談の上、可とする。
・音声等は声以外にも、各種支援機器やタブレット端末、読み上げソフトによる音声等、テロップ等でも可とする。
・応募の際には、各ブロック応募の段階で「応募エントリーシート」を作成して、ブロック委員校に作品DVDと共に送付する。
（4） 審査基準の項目
「表現力」「説得力」「独創性」「熱意」とし、加点方式による審査とする。
（5） 審査方法について
　　・全国を７つのブロックに分け、各ブロックで一次審査を行う。一次審査の結果について、応募校と応募者に通知するとともに、総合評価最高位の最優秀作品１点を、全国大会に応募する。
　　・各ブロックの一次審査において、各ブロック１作品以上の応募があった場合のみ審査を行い、順位を決定する。応募がなかったブロックがあった場合は、応募多数のブロックに応募枠を振り替える。
　　・全国大会会場において、審査員が審査し結果等について遠隔システムを活用してリアルタイムで発表する。本大会においては、大会会場に審査員７名程度を招聘し、審査を行う。審査員には社会教育関係者、企業関係者、障害者雇用を推進している関係者、学識経験者等を入れる。
（６）表彰について
　　・表彰は文部科学大臣賞１、優秀賞１、奨励賞１及び協力企業賞複数とする。
　　・大会会場と全国大会参加校をオンラインで結ぶ方法については、企業の社会貢献部門等の協力を得て実施する。
（7） その他
　　・現時点では、東京都立志村学園の学校ホームページ内の専用バナーを活用し、応募の手引きや進捗情報等を随時更新する。事務局に相談窓口としてICTヘルプデスクを設置する。応募を考えている学校からの問い合わせ等に円滑に対応できるようにする。
　　・社会福祉法人「日本肢体不自由児協会」発刊の機関誌「はげみ」にて、ミラコン特集を予定している。提出していただく「大会応募作品の使用、インターネット掲載に関する承諾のご確認」の②に準じて、必要な情報提供を行う。
　
＜第４回プレゼンカップ全国大会実行委員会事務局＞
東京都立小平特別支援学校　校長　阿部　智子　（第４回大会事務局長）
〒187-0035東京都小平市小川西町２－３３－１
電話０４２－３４２－１６７１／FAX０４２－３４４－００３６
Mail：presencup@section.metro.tokyo.jp
＜全肢頭：ﾌﾟﾚｾﾞﾝｶｯﾌﾟ運営支援部＞東京都立光明学園　副校長　泉　慎一
　　　　　　　　　　　　　　　  東京都立志村学園　副校長　西牧　桂





